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調査結果（過去分含む）を基に本会作成  ※（　）は前年との差

議員実数・定数の推移（直近5年）グラフ

全
国 

８
１
５
市
の
市
議

会
議
員
の
実
数
・
定
数
の
状

況
に
つ
い
て
、
過
去
と
の
比

較
な
ど
も
併
せ
て
掲
載
す
る
。

調
査
時
点
の
８
１
５
市
区

議
員
実
数
・
定
数
の
状
況

議
員
実
数
・
定
数
の
状
況

市区数
一市あたり平均議員実数 一市あたり平均議員定数

令和5年 令和6年 (前年比) 令和5年 令和6年 (前年比)

5万人未満 303 16.5 → 16.5 (　0.0) 16.8 → 16.8 (　0.0)

 5～10万人未満 235 20.1 → 20.1 (　0.0) 20.4 → 20.4 (　0.0)

10～20万人未満 145 25.0 ↘ 24.6 (－0.4) 25.3 ↗ 25.4 (＋0.1)

20～30万人未満 48 30.5 ↘ 30.4 (－0.1) 30.8 → 30.8 (　0.0)

30～40万人未満 32 36.1 → 36.1 (　0.0) 36.5 → 36.5 (　0.0)

40～50万人未満 17 39.2 ↗ 39.4 (＋0.2) 39.6 ↗ 40.0 (＋0.4)

50万人以上 15 45.5 ↘ 45.1 (－0.4) 45.8 ↗ 45.9 (＋0.1)

指定都市 20 58.2 ↘ 57.7 (－0.5) 58.3 → 58.3 (　0.0)

全国平均 815 22.7 ↘ 22.6 (－0.1) 23.0 → 23.0 (　0.0)

（単位：人）表①　人口段階別の一市あたり平均議員実数・定数
区 分

人 口

※調査結果（過去分含む）を基に本会作成

議
員
報
酬
の
状
況

議
員
報
酬
の
状
況

全
国
の
市
議
会
議
員
報
酬

の
平
均
及
び
人
口
段
階
、
特

別
区
、
指
定
都
市
別
の
報
酬

の
状
況
に
つ
い
て
掲
載
す

る
。

正
副
議
長
と
議
員
の
平

均
報
酬
月
額
の
全
国
平
均

に
つ
い
て
は
、
議
長
が
52
・

２
万
円
で
前
年
比
０・２
万

円
増
、
副
議
長
及
び
議
員
が

46・１
万
円
、
42・６
万
円
で

そ
れ
ぞ
れ
前
年
比
０・１
万

議
会
議
員
の
実
数

は
１
万
８
３
９
３

人
（
前
年
比
１
２
７

人
減
）
で
１
市
あ
た

り
の
平
均
は
22
・
６

人
（
前
年
比
０
・
１

人
減
）、
定
数
は
１
万

８
７
３
３
人
（
前
年

比
19
人
減
）
で
１
市

あ
た
り
平
均
23
・
０

人
（
前
年
比
増
減
な

し
）
と
な
り
、
実
数・

定
数
と
も
に
令
和
５

年
の
調
査
時
点
か
ら

減
少
し
た
。

円
の
増
と
な
っ
た
。

直
近
12
年
の
議
長
・
副
議

長
・
議
員
報
酬
月
額
の
全
国

平
均
の
推
移
に
つ
い
て
、
２

面
表
②
に
ま
と
め
た
。

平
成
26
年
以
降
、
そ
れ
ぞ

れ
の
平
均
報
酬
月
額
は
新
型

令
和
２
年
か
ら
６
年
ま
で

の
議
員
実
数
・
定
数
の
推
移

を
左
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
。

議
員
実
数
・
定
数
と
も
に
減

少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
議

員
実
数
は
前
回
調
査
で
17
年

ぶ
り
に
減
少
が
止
ま
っ
た
も

本
会
は
、
令
和
６
年
12
月
末
現
在
の
「
市
議
会
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
結
果
」
及
び

「
市
議
会
議
員
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
８
１
５
市
区
の
議
員
実

数
・
定
数
は
と
も
に
減
少
し
、
報
酬
の
平
均
月
額
は
議
長
・
副
議
長
・
議
員
い
ず
れ
も
微
増

と
な
っ
た
。 

調
査
結
果
は
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

議
員
実
数
・
定
数

議
員
実
数
・
定
数  

と
も
に
減
少

と
も
に
減
少

議
員
定
数
・
報
酬

議
員
定
数
・
報
酬  

調
査
結
果

調
査
結
果

の
の
、
再
び
減
少
と
な
っ
た
。

人
口
段
階
別
の
一
市
あ
た

り
平
均
議
員
実
数
・
定
数
に

つ
い
て
、
前
年
と
の
比
較
を

下
表
①
に
ま
と
め
た
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

３
つ
の
人
口
段
階
で
増
加
し

た
も
の
の
、
全
国
平
均
は
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

各
市
区
ご
と
の
議
員
実

数
・
定
数
等
に
つ
い
て
は
、

本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
て
い
る
。

本会調べ

6 年5 年4年3年令和 2年

19,056
（-43） 18,960

（-96） 18,876
（-84） 18,752

（-124）
18,803
（-70）

18,733
（-19）

18,393
（-127）

18,680
（-123）

18,510
（-170）

18,520
（+10）

議員定数

議員実数

（単位：人）
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市区数
議　長　平　均 副議長平均 議　員　平　均

令和5年 令和6年 (前年比) 令和5年 令和6年 (前年比) 令和5年 令和6年 (前年比)

5万人未満 303 41.8 ↗ 42.0 (＋0.2) 36.2 ↗ 36.4 (＋0.2) 33.7 ↗ 33.9 (＋0.2)

 5～10万人未満 234 48.6 ↗ 48.8 (＋0.2) 43.0 ↗ 43.2 (＋0.2) 40.2 ↗ 40.4 (＋0.2)

10～20万人未満 144 55.7 ↗ 55.9 (＋0.2) 49.8 ↗ 50.1 (＋0.3) 46.4 ↗ 46.7 (＋0.3)

20～30万人未満 40 63.8 ↗ 64.3 (＋0.5) 57.7 ↗ 58.2 (＋0.5) 53.9 ↗ 54.4 (＋0.4)

30～40万人未満 29 69.7 ↗ 70.2 (＋0.5) 63.8 ↗ 64.3 (＋0.5) 59.6 ↗ 60.0 (＋0.4)

40～50万人未満 15 74.2 ↘ 74.0 (－0.2) 67.3 ↘ 66.9 (－0.5) 62.5 ↘ 62.4 (－0.1)

50万人以上 7 77.2 ↘ 77.0 (－0.2) 70.0 ↗ 70.1 (＋0.1) 64.7 ↘ 64.2 (－0.5)

特 別 区 23 91.8 ↗ 92.6 (＋0.8) 78.8 ↗ 79.4 (＋0.6) 60.9 ↗ 61.4 (＋0.5)

指定都市 20 97.2 ↘ 95.8 (－1.4) 87.5 ↘ 86.2 (－1.3) 79.9 ↘ 78.7 (－1.2)

全国平均 815 52.0 ↗ 52.2 (＋0.2) 46.0 ↗ 46.1 (＋0.1) 42.5 ↗ 42.6 (＋0.1)

表③　議長・副議長・議員報酬人口段階別平均報酬月額
区 分

人 口

※調査結果（過去分含む）を基に本会作成　※100円単位を四捨五入

表②　議長・副議長・議員の平均報酬月額の推移（直近12年）
平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
2年

令和
3年

令和
4年

令和
5年

令和
6年

議　長 50.8 51.3 51.5 51.7 51.7 51.7 51.8 51.5 51.8 51.8 52.0 52.2

副議長 44.8 45.3 45.5 45.6 45.7 45.7 45.8 45.5 45.8 45.8 46.0 46.1

議　員 41.4 41.8 42.0 42.1 42.2 42.2 42.3 42.0 42.3 42.3 42.5 42.6

※調査結果（過去分含む）を基に本会作成 ※前年比増■、前年比減■ ※100円単位を四捨五入

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
減
少

し
た
令
和
２
年
を
除
い

て
微
増
ま
た
は
同
額
と

な
っ
て
お
り
、
緩
や
か

な
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
る
。

人
口
段
階
、
特
別
区
、

指
定
都
市
別
の
議
長
・

副
議
長
・
議
員
の
平
均

報
酬
月
額
に
つ
い
て
は

下
表
③
の
通
り
。

全
国
平
均
の
報
酬
が

議
長・副
議
長・議
員
い

ず
れ
も
微
増
と
な
る
一

方
、
人
口
段
階
40
万
人

以
上
の
市
（
特
別
区
を

除
く
）に
お
い
て「
50
万

人
以
上
」
の
副
議
長
報

酬
を
除
き
い
ず
れ
も
減

額
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
指
定
都
市
で
は
減
少

幅
が
大
き
く
、
議
長
報

酬
が
前
年
比
１・４
万

円
減
、
副
議
長
が
１
・

３
万
円
減
、
議
員
が

１・２
万
円
減
と
な
っ

た
。各

市
区
ご
と
の
報
酬

月
額
等
に
つ
い
て
は
、

本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
販
売
が

７
月
11
日
㈮

か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。

1
等
の
当

せ
ん
金
額
は

前
後
賞
合
わ

せ
て
７
億
円
。

１
等
・
前
後

賞
合
わ
せ
て

５
千
万
円
の

サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
も

同
時
販
売
さ

れ
る
。
販
売
期
間
は
８
月
11

日
㈪
ま
で
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、
秋
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
と
と
も
に
「
市

町
村
振
興
宝
く
じ
」
と
し
て

販
売
さ
れ
、
売
上
金
の
う
ち

36・９
％
（
令
和
６
年
度
）
が

収
益
金
と
な
り
、
市
区
町
村

の
貴
重
な
自
主

財
源
と
し
て
、

様
々
な
公
益
事

業
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。
平
成

30
年
か
ら
は

ネ
ッ
ト
販
売
も

実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
近

年
売
上
金
は
減

少
傾
向
に
あ
る

た
め
、
本
会
や

各
市
区
は
積
極

的
な
売
上
額
向

上
の
取
組
を
実

施
す
る
。

市区町村の振興を
目的として販売される

「サマージャンボ宝く
じ」について、貴市
区議会におかれても、
市区長部局と連携い
ただき、売上額の向
上につながる取組に
ついて、格別のご高
配をお願いします。

販売開始販売開始 収益は自治体財源に収益は自治体財源に

７月11日(金) ８月11日(月)か
らサマージャンボ

（単位：万円）

（単位：万円）

https://www.si-gichokai.jp/research/teisu/1206766_1954.html
https://www.si-gichokai.jp/research/teisu/1207661_1954.html
https://www.si-gichokai.jp/research/teisu/1207661_1954.html
https://www.si-gichokai.jp/research/teisu/1206766_1954.html
https://www.takarakuji-official.jp/ec/jumbo/?kgu=1064&blkCode=50&kujiprdShbt=11&jmbShbt=2
https://www.takarakuji-official.jp/ec/
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第
１
０
１
回
定
期
総
会
議
決

事
項
の
う
ち
地
方
行
政
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
会
長
提
出

決
議
と
部
会
提
出
決
議
の
7

件
（
①
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
関
す
る
要
望
②
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
･
復

興
③
原
子
力
発
電
所
事
故
災

害
へ
の
対
応
④
北
方
領
土
問

題
の
早
期
解
決
等
⑤
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定
及

び
在
日
米
軍
専
用
施
設
が
集

中
す
る
沖
縄
の
基
地
負
担
軽

減
⑥
多
文
化
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
外
国
人
受
入
れ

に
係
る
環
境
整
備
に
対
す
る

財
政
措
置
の
拡
充
⑦
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
へ
の

対
策
）
を
基
に
し
て
い
る
。

地
方
創
生
の
推
進

▽
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

の
促
進
▽
地
方

移
転
等
の
促
進

▽
孤
独
・
孤
立

対
策
▽
物
価
高

騰
・
関
税
対
策

―
な
ど
９
項
目

を
要
望
し
て
い

る
。特

に
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く

り
の
促
進
に
つ

当
日
の
委
員
会
で
は
、
内

閣
官
房
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
本
部
事
務

局
の
大
瀧
洋
参
事
官
が
６

月
13
日
に
閣
議
決
定
し

た
「
地
方
創
生
２・０
基

本
構
想
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
（
講
師
資
料
は
本
会

ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

委
員
会
終
了
後
、
薄
井

委
員
長
、
田
中
秀
幸
副
委

員
長
（
北
海
道
伊
達
市
議

会
議
長
）、
北
地
範
久
副

委
員
長
（
大
竹
市
議
会
議

長
）
は
加
藤
明
良
経
済
産

業
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府

大
臣
政
務
官
等
に
面
談
し
、

要
望
し
た
。

要
望
書
は
、
前
年
度
か
ら

の
申
し
送
り
事
項
に
加
え
、

第
171
回
地
方
行
政
委
員
会

地
方
創
生
2.0
の
着
実
な
推
進
を

薄井地方行政委員長
（ひたちなか市）

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
薄
井
宏
安
ひ
た
ち
な
か

市
議
会
議
長
）
は
７
月
４
日
、

都
内
で
第
１
７
１
回
委
員
会

を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
薄
井
委
員
長
か
ら

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
田
島

寛
信
全
国
市
議
会
議
長
会
副

会
長
（
大
分
市
議
会
議
長
）

か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
多
様
な
人
材

第101回定期総会 決議
１	多様な人材の市議会への参画促進
及び地方議会の権能強化

２	地方税財源の充実確保及び地方創
生・地方分権の推進

３	頻発・激甚化する大規模災害等か
らの防災・減災対策及び復旧・復
興対策等

第171回地方行政委員会議決事項
１	地方創生の推進
２	参議院選挙における合区の解消
３	政治分野における男女共同参画の
推進

４	消防防災体制の充実強化
５	過疎地域の持続的発展
６	広域連携施策の推進等
７	自治体ＤＸ推進への支援等
８	基地対策関係予算の確保等
９	治安対策の強化等
10	領土・主権対策等
11	日米地位協定の抜本的な改定及び
在沖米軍基地の負担軽減

12	人権救済制度の確立

地方行政関連施策に関する要望事項地方行政関連施策に関する要望事項

田島副会長
（大分市）

の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進
及

び
地
方
議
会
の
権
能
強
化
、

地
方
創
生
の
推
進
、
消
防

防
災
体
制
の
強
化
―
な
ど
第

１
０
１
回
定
期
総
会
の
決
議

３
件
を
含
む
15
件
の
地
方
行

政
関
連
施
策
に
関
す
る
要
望

書
を
決
定
し
た
（
左
掲
、
全

文
は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

加藤経済産業大臣政務官兼内閣府大臣政務官に要望（左から2人目）

い
て
は
、
真
の
多
極
分
散
型

社
会
を
つ
く
る
た
め
、
若
者

や
女
性
に
も
魅
力
あ
る
働
き

方
・
職
場
づ
く
り
や
社
会
変

革
・
意
識
改
革
を
進
め
る
た

め
の
施
策
並
び
に
地
域
に
お

け
る
日
常
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
的
に
提
供
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
施

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
地

域
独
自
の
魅
力
を
活
か
し
た

新
た
な
産
業
の
形
成
や
高
付

加
価
値
化
に
よ
り
地
方
の
稼

ぐ
力
を
高
め
る
た
め
の
支
援

の
強
化
を
求
め
て
い
る
。

地
方
移
転
等
の
促
進
に
つ

い
て
は
、
過
度
な
東
京
圏
へ

の
一
極
集
中
を
是
正
し
、
政

府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
と

企
業
・
大
学
の
地
方
分
散
を

促
進
す
る
取
組
の
積
極
的
な

推
進
を
要
望
し
て
い
る
。

孤
独
・
孤
立
対
策
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
「
社

会
的
な
孤
独
・
孤
立
問
題
に

関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
要

望・
提
言
を
も
と
に
、国
に
お

け
る
「
孤
独
・
孤
立
対
策
に

関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る

た
め
の
重
点
計
画
」
に
基
づ

く
施
策
の
着
実
な
推
進
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

物
価
高
騰
・
関
税
対
策
に

つ
い
て
は
定
期
総
会
の
関
東

部
会
提
出
決
議
の
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
へ
の

対
策
」
を
基
に
、物
価
高
騰

に
直
面
す
る
生
活
者
や
事
業

者
に
地
方
自
治
体
が
必
要
な

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
財
政
措
置
の
拡
充
に
つ

い
て
求
め
る
と
と
も
に
、
米

国
の
関
税
措
置
へ
の
万
全
な

対
策
も
要
望
し
て
い
る
。

消
防
防
災
体
制
の充実
強
化

消
防
防
災
施
設
・
設
備
整

備
に
対
す
る
財
政
措
置
の
充

実
強
化
な
ど
５
項
目
を
要
望

し
て
い
る
。

防
災
拠
点
施
設
、
消
防
水

利
施
設
、
緊
急
消
防
援
助
隊

施
設
等
の
消
防
防
災
施
設
・

設
備
整
備
に
対
す
る
財
政
措

置
の
充
実
強
化
や
、
多
発
す

る
大
規
模
林
野
火
災
を
踏
ま

え
効
果
的
な
対
応
策
に
つ
い

て
検
討
し
、必
要
な
車
両・
資

機
材
の
整
備
等
体
制
強
化
に

向
け
必
要
な
支
援
を
行
う
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

https://www.si-gichokai.jp/giin/koendoc/zaisei/r07/index.php
https://www.si-gichokai.jp/giin/koendoc/zaisei/r07/index.php
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/gyosei/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/gyosei/index.html
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基
地
交
付
金

調
整
交
付
金
所
要
額
確
保
へ
向
け
要
望

第第
112112
回
理
事
会
・
情
報
連
絡
会
・
要
望
活
動

回
理
事
会
・
情
報
連
絡
会
・
要
望
活
動

基地協全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
（
会
長
＝
南
藤
陽
一
小
松
市
議
会
議
長
）
は
７
月
７

日
、全
国
都
市
会
館
で
第
１
１
２
回
理
事
会
を
開
催
。
基
地
交
付
金・調
整
交
付
金
の
所
要

額
確
保
な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
決
定
し
た
。
翌
８
日
に
は
基
地
関
係
国
会
議
員
と
の
情

報
連
絡
会
を
開
催
し
、
終
了
後
に
は
関
係
省
庁
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

南藤会長
（小松市）

第第
112112
回
理
事
会

回
理
事
会

冒
頭
、
会
長
市
で
あ
る
小

松
市
の
議
長
交
代
に
伴
い
６

月
９
日
付
で
就
任
し
た
南
藤

会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
基
地

を
抱
え
る
市
町
村
と
し
て
基

地
に
対
す
る
住
民
の
理
解
と

協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
上

で
、
そ
の
た
め
に
は
基
地
交

付
金・調
整
交
付
金
、基
地
周

辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確
保

が
重
要
で
あ
る
と
強
調
。「
基

地
対
策
関
係
予
算
の
所
要
額

基地協　重点要望項目（概要）基地協　重点要望項目（概要）
１	基地交付金 ･調整交付金（総務省所管）の所
要額確保等
基地交付金・調整交付金の所要額確保

２	基地周辺対策経費（防衛省所管）の所要額確
保等
⑴	適用基準の緩和と基地周辺対策経費の所要
額確保、特に、特定防衛施設周辺整備調整
交付金の所要額確保

⑵	防衛施設における物品等の地元調達促進、
地元企業の受注機会の確保、地元消費の奨励

⑶	在日米軍再編に伴い負担増となる関係市町
村への十分な支援措置

⑷	オスプレイ運用の安全確保策の遵守と事故
を未然に防ぐよう安全対策の徹底、関係市
町村に対し十分な説明及び情報提供

⑸	防衛力整備計画に基づき基地の機能・運用
等の変更を検討する場合、関係市町村の実
情及び地域の意見に十分配慮すること

確
保
の
た
め
、
本
会
が
一
致

団
結
し
た
力
強
い
要
望
活
動

の
展
開
が
何
よ
り
重
要
」
と

語
っ
た
。

理
事
会
で
は
、
基
地
対
策

関
係
施
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
要
望
（
案
）
を
原
案
通

り
決
定
し
た
。

要
望
書
で
は
、
重
点
要
望

と
し
て
①
基
地
交
付
金
・
調

整
交
付
金（
総
務
省
所
管
）の

所
要
額
確
保
等
②
基
地
周
辺

対
策
経
費
（
防
衛
省
所
管
）

の
所
要
額
確
保
等
―
を
掲
げ

て
い
る
ほ
か
（
左
上
に
概
要

掲
載
）、
基
地
対
策
関
係
施

策
の
充
実
強
化
に
関
す
る
要

望
と
し
て
、
地
方
財
政
措
置

の
拡
充
、
障
害
防
止
事
業
の

充
実
強
化
を
要
望
。
新
規
の

要
望
項
目
と
し
て
、
特
定
防

衛
施
設
以
外
の
防
衛
施
設
等

に
お
け
る
航
空
機
等
の
訓
練

を
対
象
と
し
た
訓
練
交
付
金

に
つ
い
て
所
要
額
の
確
保
と

交
付
対
象
の
更
な
る
拡
大
を

求
め
て
い
る
（
全
文
は
本
会

ウ
ェ
ブ
掲
載
　 

）。

南
藤
会
長
は
出
席
者
へ
地

元
選
出
国
会
議
員
な
ど
へ
の

要
望
活
動
を
呼
び
か
け
、
翌

８
日
に
は
正
副
会
長
・
相
談

役
に
よ
る
要
望
活
動
を
行
う

こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
会
議
で
は
講
師
説

明
が
あ
り
、
総
務
省
自
治
税

務
局
固
定
資
産
税
課
の
渡
邊

真
奈
美
課
長
補
佐
が
「
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
現

状
と
課
題
」、防
衛
省
地
方
協

力
局
の
村
井
勝
総
務
課
長
が

「
令
和
７
年
度
予
算
基
地
周

辺
対
策
経
費
」と
題
し
、両
省

の
基
地
関
係
予
算
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介する
時事通信社	iJAMP「市議会最前線」。7月は
兵庫県丹波篠山市議会が取り組む「「変わろう！
変えよう！」 からはじまった議会改革の歩み」を
紹介しています。
本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の取
組」でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 兵庫県丹波篠山市

基
地
関
係
国
会
議
員

基
地
関
係
国
会
議
員

と
の
情
報
連
絡
会

と
の
情
報
連
絡
会

７
月
８
日
に
東
京
・
海
運

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
基
地

関
係
国
会
議
員
と
の
情
報
連

絡
会
で
は
、
基
地
協
議
会
の

要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、

基
地
関
係
国
会
議
員
ら
と
正

木原自民党
安全保障調査会長

竹内衆議院
総務委員長

副
会
長・監
事・相
談
役
が
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
竹
内
譲
衆
議
院

総
務
委
員
長
、
木
原
稔
自
由

民
主
党
安
全
保
障
調
査
会
長
、

防
衛
省
地
方
協
力
局
の
村
井

勝
総
務
課
長
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
南
藤
会
長
は
前
日

の
理
事
会
で
決
定
し
た
重
点

要
望
項
目
に
基
づ
き
、
要
望

https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/kichi/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/kichi/index.html
https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html
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新
庁
舎
落
成

▽
会
津
若
松
市
（
福
島
県
）

〒
９
６
５
―
８
６
０
１

会
津
若
松
市
東
栄
町
３
―
46

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

昭
和
12
年
に
建
設
さ
れ
た

旧
庁
舎
の
一
部
を
耐
震
工
事

を
行
っ
た
上
で
残
し
た
「
旧

館
」
に
あ
る
議
場
は
、
そ
の

歴
史
的
価
値
と
風
格
あ
る
内

装
を
継
承
し
つ
つ
バ
リ
ア
フ

リ
ー
構
造
や
電
子
採
決
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
導
入
し
て
い
る
。

議場
（写真提供＝会津若松市）

会津若松市役所新庁舎
（写真提供＝会津若松市）

金子防衛大臣政務官に要望（中央）

古川総務大臣政務官に要望（左から6人目）

陳
述
を
行
っ
た
。

意
見
交
換
で
は
、
出
席
市

町
か
ら
国
会
議
員
に
対
し
、

▽
新
た
な
米
軍
の
部
隊
展
開

の
発
生
時
の
地
元
自
治
体
へ

の
情
報
提
供
等
▽
航
空
自
衛

隊
Ｔ
４
練
習
機
墜
落
事
故
の

原
因
の
早
期
究
明
、
再
発
防

止
等
▽
米
軍
機
の
飛
行
高
度

問
題
▽
基
地
周
辺
の
鹿
対
策

の
広
域
連
携
▽
住
宅
防
音
工

事
の
資
材
高
騰
や
価
格
上
昇

等
を
考
慮
し
た
限
度
額
見
直

し
▽
防
衛
生
産
基
盤
強
化
法

の
支
援
対
象
の
拡
充
▽
老
朽

化
し
た
防
衛
施
設
の
再
整
備

等
▽
学
校
施
設
の
防
音
工
事

へ
の
助
成
の
防
衛
３
条
補
助

金
採
択
基
準
引
き
下
げ
、
防

衛
８
条
の
民
生
安
定
事
業
へ

の
学
校
施
設
の
追
加
、
新
た

な
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設

▽
フ
ッ
素
化
合
物
対
策
（
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ・Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）、
沖
縄

基
地
の
負
担
軽
減
の
代
替
施

設
と
な
る
基
地
の
周
辺
市
町

村
へ
の
新
規
交
付
金
制
度
の

創
設
―
な
ど
に
関
す
る
要
望

が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

要 望 活 動

８
日
の
情
報
連
絡
会
終
了

後
、正
副
会
長・相
談
役
は
関

係
省
庁
に
対
し
て
要
望
活
動

を
実
施
し
た
。

〔
要
望
先
〕（
敬
称
略
）

古
川
直
季
総
務
大
臣
政
務

官
、
金
子
容
三
防
衛
大
臣
政

務
官

〔
要
望
参
加
者
〕（
敬
称
略
）

【
会
長
】
南
藤
陽
一
（
小
松

市
議
長
）

【
会
長
職
務
代
理
者（
副
会
長
）】　

萩
原
太
郎
（
福
島
市
議
長
）

【
副
会
長
】
横
山
明
美
（
帯

広
市
議
長
）
井
出
悟
（
裾
野

市
議
長
）
関
戸
繁
樹
（
和
泉

市
議
長
）
田
口
裕
士
（
岡
山

市
議
長
）
花
牟
礼
薫
（
鹿
屋

市
議
長
）
阿
萬
誠
郎
（
新
富

町
議
長
）

【
相
談
役
】
大
槻
和
弘
（
相

模
原
市
議
長
）
加
藤
眞
道
（
横

須
賀
市
議
長
）
片
岡
勝
則
（
岩

国
市
議
長
）
久
野
秀
敏
（
佐

世
保
市
議
長
）



令和 7年 7月 15日号（6）第 2306 号 全 国 市 議 会 旬 報

第
１
回 

防
災
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

要
望
・
提
言
へ
向
け

論
点
を
整
理

永山防災まちづくり
特委委員長（いわき市）

大規模地震に備えた防災まちづくりの推進に関する論点（概要）
令和6年能登半島地震を踏まえて政府のワーキン

ググループや検討会で取りまとめられた報告書等に
基づき、国や地方自治体が対策を進めていくことが
重要としてまとめている。
⑴ 大規模地震による被害想定の分析と課題抽出
⑵ 令和6年能登半島地震を踏まえた防災・減災対策への取組

◦ 社会全体における防災意識の向上（自助・共助の
重要性）

◦ 被害の絶対量低減等のための強靱化・耐震化、
早期復旧の推進

◦ 被災者の生活環境の整備
◦ 防災DX、応援体制の充実等による災害対応の

効率化・高度化
◦ 時間差をおいて発生する地震等への対応の強化
◦ 社会状況の変化と技術の進展を踏まえた対策
◦ 複合災害への対応
◦ 地域防災計画の見直し

⑶ 都市計画の目的としての防災・減災
⑷ 対策の財源確保

本
会
の
令
和
7
年
度
「
大

規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」（
委
員
長
＝

永
山
宏
恵
い
わ
き
市
議
会
議

長
）
は
７
月
８
日
、
全
国
都

市
会
館
で
第
１
回
委
員
会
を

開
催
。要
望・提
言
の
取
り
ま

と
め
に
向
け
た
論
点
の
整
理

を
行
っ
た
。

永
山
委
員
長
は
冒
頭
、
全

国
各
地
で
大
規
模
地
震
の
発

生
が
切
迫
し
て
い
る
状
況
の

中
で
、
国
や
自
治
体
で
の
対

策
に
加
え
、
防
災
ま
ち
づ
く

り
に
は
住
民
主
体
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
動
等
の
取
り
組

み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ

た
。委

員
会
で
は
、要
望・提
言

の
取
り
ま
と
め
に
向
け
、
大

規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

現
状
と
課
題
を
整
理
の
上
、

論
点
を
ま
と
め
た
（
左
掲
）。

ま
た
、
委
員
市
を
対
象
と

し
た
「
大
規
模
地
震
に
備
え

た
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
調
査
」
の
実
施
に

つ
い
て
了
承
。
▽
各
市
区
の

地
域
の
災
害
特
性
と
課
題
▽

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
対
策

▽
防
災
ま
ち
づ
く
り
（
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
）
の
取

組
▽
議
会
の
取
組
―
な
ど
を

取
り
ま
と
め
、
要
望
・
提
言

に
反
映
す
る
と
し
た
。

当
日
は
、
平
田
直
東
京
大

学
名
誉
教
授
が
「
大
規
模
地

震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
大
規
模
地
震
災
害
の
特

徴
や
取
る
べ
き
対
策
に
つ
い

て
説
明
し
た
ほ
か
、
国
土
交

通
省
都
市
局
都
市
安
全
課
の

柳
田
穣
都
市
防
災
対
策
官
が

「
大
規
模
地
震
等
に
備
え
た

防
災
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

現
状
と
対
策
、
国
の
取
組
等

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
関
係

法
令
、
国
の
支
援
策
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
11
万
５
４
６
６
人

（
令
和
７
年
６
月
30
日
現
在
）

▽
面
積　
１
３
１
１・51
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
江
戸
時
代

初
期
よ
り
譜
代
大
名
の
酒
井

家
が
藩
主
を
務
め
た
庄
内
藩

の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
以

来
、
庄
内
地
域
に
お
け
る
政

治・経
済・文
化
の
拠
点
都
市

と
し
て
発
展
。廃
藩
置
県
、町

村
制
な
ど
を
経
て
、
平
成
17

年
10
月
１
日
に
１
市
４
町
１

村
が
合
併
し
、
県
内
第
２
の

人
口
規
模
で
、
東
北
で
面
積

が
最
も
広
い
新
鶴
岡
市
が
誕

生
。
霊
峰
月
山
を
仰
ぐ
市
域

の
７
割
を
占
め
る
森
林
、
日

本
有
数
の
穀
倉
地
帯
の
庄

内
平
野
、
42
㎞
に
及
ぶ
日

本
海
の
海
浜
・
砂
丘
地
な

ど
、
多
彩
な
景
観
が
特
徴

で
あ
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　

出
羽
三

山
・
山
形
県
の
「
山
」、
鶴

岡
の
「
鶴
」、全
体
を
も
っ

て
鶴
岡
の
「
岡
」
を
形
づ

く
り
、
鶴
岡
市
の
飛
躍
発

展
を
表
現
し
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

28
人
（
現

在
・
男
性
22
人
、
女
性
４
人
、

欠
員
２
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
３
年
10

月
10
日
。立
候
補
者
31
人
。投

票
率
65・68
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
令
和

２
年
度
か
ら
、
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
市
民

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、人
口
減
少・地
域
活
性

化
及
び
高
速
交
通
な
ど
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
ほ
か
、
令
和
７
年

本
市
は
学
校
給
食
発
祥
の

地
で
あ
る
と
と
も
に
豊
か
な

食
文
化
が
認
め
ら
れ
日
本
で

初
め
て
の
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化

創
造
都
市
と
な
り
ま
し
た
。　

観
光
面
で
は
海
里
山
（
北

前
船
・
シ
ル
ク
・
出
羽
三
山
）

の
３
つ
の
日
本
遺
産
、
世
界

一
の
ク
ラ
ゲ
の
展
示
数
を
誇

る
加
茂
水
族
館
、
４
つ
の
国

民
保
養
温
泉
地
な
ど
で
体
も

心
も
癒
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

産
業
面
で
は
慶
應
義
塾
大

学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
を

核
と
し
た
バ
イ
オ
ク
ラ
ス

タ
ー
が
形
成
さ
れ
バ
イ
オ
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
起
業
も
進
ん
で

い
ま
す
。

本
年
市
制
施
行
20
周
年
を

迎
え
る
鶴
岡
市
に
視
察
・
観

光
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

羽黒山 秋の峰入
（写真提供＝鶴岡市）

鶴

岡

市

副
会
長
市
紹
介

第2回第 2回

尾形昌彦 議長

度
中
の
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
向
け
議
論
が
交
わ
さ
れ

て
い
る
。


